
○開催日時：平成２６年５月１５日（木） 午前９時～午前１０時３４分
○開催場所：市庁舎５階 第１委員会室

○出席委員：小川正人（委員長）、山谷清（副委員長）、澁谷政義、
管野恭子、佐久間儀郎、山田裕一

○傍聴者 ：伊藤勝美議員

第１０回 議会改革特別委員会の概要

１．全議員による意見交換会について

◆議会基本条例の策定についての経過報告

～意見交換会で出た意見～
基本条例に規定する内容及びそれに伴う改革案について
①請願・陳情提出者の意見聴取の機会
→すべての請願者・陳情者について意見を聴くのか。
→本会議と委員会のどちらで意見聴取をするのか。
②議会モニターの設置
→必要に応じて設置するという基準が不明確ではないか。
③一問一答及び反問権
→議案質疑で一問一答を行う場合、質問時間の制限は必要ないのか。
④見直し手続き
→改選後速やかに検証するとしているが、新人議員が検証できるか
疑問がある。改選前に今までやってきた議員で検証したほうが良い。

～意見交換会で出た意見～
検討課題に対する意見について
①一問一答及び反問権
→市長の反問権に制限を設けなくても良いのではないか。
→執行部側の緊張感を保つために質問趣旨を整理するための反問
にとどめるべき。

②第９６条第２項の議決事件
→基本構想及び総合計画は議決事項にするべきだ。

※①③④については、５月３０日の議会基本条例研修会を受けた後、
再度検討することにしました。
※②については、設置できる規定にしておき、必要なときにはいつで
もモニター制を活用できる体制にしておくことにしました。



正副議長の立候補制
・正副議長選任の経過を明確にすることを規定する。
・正副議長の選出は立候補制とすることを規定する。
・立候補者には、本会議において立候補表明する機会を設ける。

◆第５回議会改革特別委員会で検討した下記の項目について、地方
自治法においては、議長の選挙に立候補制が準用されていないため、
これを基本条例に盛り込むことは問題がないかどうか、５月３０日の議
会基本条例研修会で確認することにしました。

２．条例素案策定⑦

③自由討議
→自由討議とは、休会中にテーマを決めて行うものか、議案について
行うものか。

→議決に至るまでのプロセスを市民は知りたいという背景があるから、
条例に盛り込んで、議案に対して自由討議すべき。

④議会図書室の設置
→現在の議会図書室に即した規定の仕方で良いのではないか。
⑤議員の政治倫理
→基本条例には、政治倫理に関する基本的な事項を規定し、条例を
別に定めることはしなくても良い。

※①②③については、５月３０日の議会基本条例研修会を受けた後、
再度検討することにしました。
※④については、現状に即した規定としつつも、図書室運営委員が
図書室の充実に向け活動を行っていくこととしました。

※⑤については、意見交換会での意見のとおりとすることにしました。

◆議会中継のインターネット配信について

～意見交換会で出た意見～
→安価に配信できるユーストリームで良いのではないか。
→中継中に広告が入っても問題はないのではないか。

３．大規模災害時の議員行動マニュアルについて

行動の基本方針（抜粋）
・議員は地域の一員として市民の安全確保と応急対応等にあたり、地
域における共助の取り組みが円滑に行われるよう努める。
・災害初期においては、市当局ができる限り災害対応に専念できるよ
う、議員からの当局への要望は、緊急の場合を除き、議長又は副議
長へ提出する。
・議員は、しろいし安心メールや地区公民館の防災無線等の活用によ
り災害に関する情報の収集に努める。



※来る６月８日の白石市総合防災訓練において、行動マニュアルの
実践として、地元公民館へ①自らの所在について②自らの安否に
ついて報告を行い、議長及び副議長への伝達訓練を行うことにしま
した。

連絡体制の確立
・議員は、大規模災害時において、可能な手段を用いて、議長又は副
議長に自らの所在を明らかにし、可能な範囲において連絡体制の確
立に努めるものとする。

議長、副議長の対応
・議長及び副議長は、大規模災害時には、市災害対策本部並びにそ
の他議員から災害に関する情報等を収集するとともに、必要な範囲
において、対策本部又はその他議員へ把握した情報等を伝達するも
のとする。

その他議員の対応
・議員は、大規模災害が発生した場合に、地元の地区公民館又は最
寄りの公民館に速やかに参集し、連絡体制並びに防災無線等を活用
し、被害状況の報告や情報の収集に努めるものとする。

４．その他

※条例策定市民委員への委嘱状の交付を、５月３０日に開催する「議
会基本条例研修会」の前に行い、交付後引き続き市民委員にも研
修会に参加していただくことにしました。


